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に対する急性毒性試験
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供試　生物

暴露期　問

試験濃度
　（設定値）

試験液量
連　　　　数

供試生物数

試験温度
照　　　　　明

分　　析　　法　．

AO10468－4

OECD化学品テストガイドラインNo．203r魚類急性毒性試験」

（1992年）

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）

水面をテフロンシートで被覆

ヒメダカ（Orπ麹5ノ認1ρθ5）

96時間

対照区，0．500，0．870，L50，2．60，4．50㎎／L

公比：1．7

5、O　L／容器

1容器／試験区

10尾／試験区

24±1℃

室内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗

高速液体グロマトグラフィー（H　P　L　C）

試　験　結　果

D試験液中の被験物質濃度

　　　試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合が，全て±20％以内であったため，

　　結果の算出には設定値を用いた。

2）96時間暴露後の半数致死濃度（LC50）：L97皿g／L（95％信頼区間二1．50～2．60皿g／L）
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